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　帆
手
祭
と
共
に
江
戸
時
代
か
ら
続
く
氏
子

祭
で
あ
る
花
ま
つ
り
。
本
年
は
四
月
二
十
七

日
に
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　花
ま
つ
り
は
、
旱
魃
な
ど
に
よ
り
不
作
に

苦
し
ん
だ
氏
子
た
ち
が
鹽
竈
大
神
に
祈
願

し
、
安
永
五
年
・
同
六
年
に
御
神
輿
の
渡
御

を
執
り
行
っ
た
と
こ
ろ
作
柄
が
回
復
し
た
た

め
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
か
ら
鹽
竈
様

へ
の
報
恩
の
心
を
こ
め
て
毎
年
執
り
行
う
よ

う
に
な
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
ま
す
。

安
永
七
年
以
降
、
正
月
二
十
八
日
に
「
御
神

輿
洗
神
事
」
、
三
月
十
日
に
「
御
神
輿
祭
」

と
し
て
鹽
竈
神
社
の
大
神
輿
が
町
内
を
渡
御

し
て
き
ま
し
た
が
、
明
治
四
十
三
年
に
祭
日

が
新
暦
の
三
月
十
日
と
四
月
二
十
五
日
に
改

め
ら
れ
、
名
称
も
そ
れ
ぞ
れ
帆
手
祭
・
花
ま

つ
り
と
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
花
ま
つ
り
は

四
月
の
第
四
日
曜
日
に
斎
行
さ
れ
て
い
ま

す
。　氏

子
た
ち
を
中
心
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き

た
氏
子
祭
は
、
人
と
人
を
結
び
つ
け
る
大
切

な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
鹽
竈
ザ
ク
ラ

が
咲
き
誇
る
な
か
、
勇
壮
な
大
神
輿
の
渡
御

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

花
ま
つ
り
　
　　四
月
二
十
七
日（
日
）

5月3日（土）、午前10時より境内にて茶道各流派合同の

観桜茶会が開催されます。お問い合わせは事務局まで。

事務局・瀧井園　塩竈市北浜1-2-6　電話：022-362-3614

しおがまさま
神々の花灯り

第19回
鹽竈神社観桜茶会

４月12日（土）、午後６時より境内のライトアッ

プのほか、雅楽の演奏など各種催しが実施されます。

幻想的な夜の鹽竈さまをお楽しみください。
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　去
る
一
月
十
一
日
、
当
社
を
会
場
に
第

七
十
七
回
奉
献
乾
海
苔
品
評
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　今
期
は
、
記
録
的
な
猛
暑
に
よ
る
高
水
温

の
影
響
を
う
け
ま
し
た
が
、
漁
場
環
境
の
回

復
と
と
も
に
高
品
質
の
乾
海
苔
が
生
産
さ
れ

る
に
至
り
ま
し
た
。

　県
内
各
地
よ
り
九
十
一
点
の
乾
海
苔
が
出

品
さ
れ
、
一
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
厳
正
な

審
査
の
結
果
、
優
賞
（
宮
城
県
知
事
賞
）
に

　矢
本
支
所 

津
田

　
　
　大

　矢
本
支
所 

櫻
井

　
　健
太

　代
ヶ
崎
浜
地
区 

齋
藤

　
　吉
勝

技
術
賞

（
東
北
海
苔
問
屋
協
同
組
合
理
事
長
賞
他
）

　宮
戸
西
部
支
所 

小
野

　
　裕
俊

　矢
本
支
所 

相
澤

　
　
　太

　宮
戸
支
所 

門
馬

　
　雅
則

　代
ヶ
崎
浜
地
区 

相
澤

　
　幸
典

　東
宮
浜
地
区 

瀬
戸

　
　博
之

参
等
賞
（
ア
イ
サ
ン
工
業
㈱
賞
他
）

　塩
釜
地
区
支
所 

内
海

　
　健
靖

　宮
戸
西
部
支
所 

小
野

　
　仙
一

　仙
南
支
所
（
亘
理
） 

木
村

　
　
　宏

　矢
本
支
所 

三
浦

　
　義
孝

　矢
本
支
所 

三
浦

　
　一
郎

　矢
本
支
所 

三
浦

　
　正
洋

　矢
本
支
所 

阿
部

　
　雄
美

　吉
田
浜
地
区 

伊
藤

　
　浩
康

　代
ヶ
崎
浜
地
区 

相
澤

　
　良
弘

　代
ヶ
崎
浜
地
区 

㈱

恵

比

寿

　仙
台
支
所 

秋
葉

　
　吉
夫

　代
ヶ
崎
浜
地
区 

津
軽

　
　圭
一

　東
宮
浜
地
区 

我
妻

　
　貞
俊

　東
宮
浜
地
区 

大
石

　
　篤
史

四
等
賞
（
㈱
サ
ン
エ
イ
海
苔
賞
他
）

　塩
釜
地
区
支
所 

㈲
千
葉
水
産

　宮
戸
西
部
支
所 

尾
形

　
　秀
一

　宮
戸
西
部
支
所 

小
野

　
　成
一

　石
巻
湾
支
所 
近
藤

　
　正
昭

赤
間
竹
晴
殿
、
準
優
賞
（
塩
竈
市
長
賞
）
に

鹿
野
拓
洋
殿
、
ほ
か
五
十
八
名
が
入
賞
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
。

　品
評
会
当
日
は
奉
献
感
謝
祭
が
斎
行
さ

れ
、
祭
典
後
に
受
賞
者
へ
表
彰
状
・
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
出
品
さ
れ
た

乾
海
苔
は
祭
務
所
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

受

賞

者
（
敬
称
略
）

優
賞
（
宮
城
県
知
事
賞
）

　代
ヶ
崎
浜
地
区 

赤
間

　
　竹
晴

準
優
賞
（
塩
竈
市
長
賞
）

　鳴
瀬
支
所 

鹿
野

　
　拓
洋

壱
等
賞
（
東
松
島
市
長
賞
他
）

　鳴
瀬
支
所 

手
代
木

　浩
二

　鳴
瀬
支
所 
手
代
木

　千
年

　松
ヶ
浜
・
湊
浜
地
区 

大
町

　
　
　昭

　菖
蒲
田
浜
地
区 

伊
丹

　
　幸
一

　代
ヶ
崎
浜
地
区 

石
森

　
　圭
太

　要
害
地
区 

佐
藤

　
　正
美

弐
等
賞

　（
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
長
賞
他
）

　鳴
瀬
支
所 

熊
谷

　
　義
宏

　仙
南
支
所
（
亘
理
） 

 

菊
地

　
　幹
彦

　仙
南
支
所
（
亘
理
） 

 

津
田

　
　雅
彦

　仙
南
支
所
（
亘
理
） 

宍
戸

　
　敏
浩

　仙
南
支
所
（
亘
理
） 

 

菊
地

　
　裕
丈

　矢
本
支
所 

及
川

　
　輝
明

　宮
戸
支
所 

門
馬

　
　
　隆

　松
ヶ
浜
・
湊
浜
地
区 

星

　
　
　
　博

　吉
田
浜
地
区 

佐
藤

　
　
　弘

　代
ヶ
崎
浜
地
区 

相
澤

　
　栄
喜

奨
励
賞

　塩
釜
地
区
支
所 

内
海

　
　修
一

ほ
か
十
五
名

産
業
功
労
賞

松
ヶ
浜
・
湊
浜
地
区 

星

　
　
　陽
子

ほ
か
六
名

　な
お
、
こ
の
う
ち
優
賞
・
準
優
賞
の
乾
海

苔
は
、
受
賞
者
の
手
に
よ
り
宮
内
庁
を
通
じ

て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
及
び
各
宮
家
へ
献
上

さ
れ
ま
し
た
。

第
七
十
七
回

　奉
献
乾
海
苔
品
評
会
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　二
月
一
日
と
二
日
の
両
日
、
一
年
の
厄
災

消
除
・
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
節
分
祭
追
儺

式
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
年
男
・
年
女
等
に

よ
る
豆
撒
き
は
、
別
宮
と
左
右
宮
の
拝
殿
及

び
両
拝
殿
の
間
に
設
け
た
特
設
舞
台
よ
り
行

わ
れ
、
福
豆
を
拾
い
に
大
勢
の
参
拝
者
が
訪

れ
ま
し
た
。

　節
分
祭
の
斎
行
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々

よ
り
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
御
来
賓
・
奉

仕
者
代
表
、
御
協
賛
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
を

御
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

◆
御
来
賓

一
日

　塩
釜
警
察
署
長 

髙
嶋

　文
智

二
日

　伊
達
家
十
八
代
当
主 

伊
達

　𣳾𣳾
宗

　
　
　塩
竈
市
長 

佐
藤

　光
樹

　
　
　塩
釜
警
察
署
副
署
長 

斉
藤

　康
晴

◆
年
男
・
年
女
代
表

一
日 

志
野

　真
司
・
菅
野

　彩
佳

二
日 

櫻
井

　
　悟
・
徳
永
希
和
子

◆
福
景
品
協
賛
者
（
順
不
同
）

㈱
菅
原
園
茶
舗
・
福
寿
司
・
ラ
イ
フ
＆
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
た
か
は
し
・
郷
家
第
三
歯
科
医
院
・

漢
方
の
塩
釜
芍
薬
堂
・
小
松
館
好
風
亭
・
稲

庭
う
ど
ん
瀧
さ
わ
家
・
㈱
ビ
ー
シ
ッ
ク
・
救

心
製
薬
㈱
仙
台
営
業
所
・
ク
ラ
シ
エ
薬
品
㈱
・

ダ
イ
ワ
生
物
研
究
所
・
日
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
㈱

仙
台
営
業
所
・
ム
サ
シ
ノ
製
薬
㈱
・
㈱
バ
イ

タ
ル
ネ
ッ
ト
・
㈱
柳
川
商
店
・
フ
ラ
ン
ス
料

理
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ェ
　
ヌ
ー
・
㈱
白
寿
殿
・

㈱
白
寿
殿
大
友
義
雄
・
松
和
産
業
㈱
・
塩
釜

地
方
卸
売
市
場
・
㈱
ご
ん
き
や
・
㈲
今
野
商

店
・
㈲
た
か
せ
さ
と
し
美
容
室
・
プ
リ
ン
ス

食
品
㈱
・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
多
賀
城
大
代
五

丁
目
店
・
㈱
エ
ン
ド
ー
グ
ル
ー
プ
・
仙
台
水

族
館
開
発
㈱
・
星
の
り
店
・
㈱
澁
谷
商
店
・

フ
ー
ル 

セ
ッ
ク 

ロ
ッ
シ
ュ
・
春
日
屋
商
店
・

写
真
屋
さ
ん
21
・
㈲
松
野
・
水
野
水
産
㈱
・

コ
カ･

コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
・

勝
山
水
産
㈱
・
㈱
佐
々
勘
商
店
・
㈱
松
島
蒲

鉾
本
舗
・
合
同
会
社
顔
晴
れ
塩
竈
・
菓
匠
榮

太
楼
・
㈱
東
日
本
ソ
ル
ト
仙
台
営
業
所
・
東

陽
防
災
設
備
㈱
・
塩
釜
ガ
ス
㈱
・
シ
ョ
ッ
プ

サ
ト
ー
佐
藤
良
明
・
㈱
北
浜
フ
ー
ド
・
㈱

八
百
大
・
キ
ク
ニ
㈱
・
す
し
哲
・
矢
部
園
・

㈱
石
井
商
店
・
㈱
柴
崎
屋
・
㈱
塩
釜
マ
ル
サ
・

マ
ル
ミ
東
商
店
・
進
藤
正
毅
・
え
び
す
や
釣

具
店
・
㈱
阿
部
善
商
店
・
丹
六
園
・
㈱
ヨ
ー

ク
ベ
ニ
マ
ル
塩
釜
店
・
大
黒
寿
司
・
㈲
増
友

商
店
・
蜂
屋
食
品
㈱
・
㈱
丸
勝
会
館
・
阿
部

勘
酒
造
㈱
・
㈱
佐
浦
・
和
食
の
小
島
・
㈱
鈴

忠
・
武
田
の
笹
か
ま
ぼ
こ
・
い
な
長
・
㈱
で

ん
六
仙
台
支
店
・
仙
台
味
噌
醤
油
㈱
・
㈱
小

西
美
術
工
藝
社
・
㈱
松
田
製
粉
・
日
本
住
宅

㈱
・
マ
ル
マ
佐
々
木
水
産
㈱
・
㈱
一
ノ
蔵
・

㈱
阿
部
電
工

節

追分

儺祭

式

　鹽
竈
ザ
ク
ラ
は
古
く
か
ら
著
名
な

品
種
で
、
境
内
の
二
十
七
本
が
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

淡
紅
色
の
大
輪
の
花
は
、
五
〇
枚
程

の
花
弁
を
有
し
、
中
心
に
雌
し
べ
が

変
化
し
た
小
さ
な
葉
が
み
ら
れ
る
の

が
特
徴
で
、
鹽
竈
神
社
の
御
社
紋
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　当
社
で
は
、
五
月
十
日
を
「
鹽
竈

ザ
ク
ラ
の
日
」
と
し
、
桜
の
無
事
生

育
を
祈
る
祈
願
祭
を
斎
行
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

鹽
竈
ザ
ク
ラ
の
日
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全
国
一
之
宮
神
社
「
祈
り
の
書
」
奉
納

　二
月
十
九
日
、
書
道
家 

信
貴
聖
玉
（
し

ぎ
せ
い
ぎ
ょ
く
）
氏
に
よ
る
「
祈
り
の
書
」

の
奉
納
揮
毫
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　同
氏
は
、
四
歳
か
ら
書
道
を
始
め
て
二
十

歳
か
ら
指
導
に
携
わ
り
、
国
内
外
の
展
覧
会

等
で
活
躍
さ
れ
る
と
と
も
に
現
在
は
筆
文
字

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
や
大
筆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等

の
活
動
を
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
令
和
三

年
三
月
か
ら
、
全
国
の
一
之
宮
を
中
心
に

六
十
一
社
を
参
拝
し
、
世
の
安
寧
を
祈
っ
て

「
祈
り
の
書
」
を
揮
毫
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
「
東
北
鎮
護
」
を
揮
毫
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　当
日
は
、
あ
わ
せ
て
荒
谷
流
武
道
東
京
支

部
長
・
師
範
で
あ
る
古
川
広
幸
氏
と
助
手
の

星
多
賀
子
氏
に
よ
る
演
武
が
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。
古
川
氏
は
、
警
視
庁
・
陸
上
自
衛
隊
な

ど
で
武
道
の
講
師
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
信

貴
氏
と
同
じ
く
世
の
平
和
を
願
っ
て
こ
の
度

の
奉
納
と
な
り
ま
し
た
。

　去
る
一
月
三
十
一
日
、
当
社
自
衛
消

防
隊
、塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
本
部
、

塩
竈
消
防
団
、
氏
子
青
年
会
自
衛
消
防

隊
等
、
各
関
係
団
体
が
参
加
し
て
消
防

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

初
期
消
火
・
避
難
誘
導
・
宝
物
搬
出
・

放
水
訓
練
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　ま
た
、
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
鹽

竈
神
社
の
別
宮
・
左
右
宮
の
本
殿
周
囲

に
は
、
国
と
市
か
ら
の
防
災
設
備
整
備

事
業
の
補
助
金
を
受
け
て
、
令
和
四
年

か
ら
約
二
年
半
の
歳
月
を
か
け
て
消
火

設
備
を
新
設
。
こ
の
度
の
消
防
訓
練
に

あ
わ
せ
て
稼
働
と
な
り
ま
し
た
。

防
災
訓
練
実
施

■
高
額
奉
納

　
　塩
竈
市 

板
橋

　富
美
子
殿

■
刀

　銘
（
表
）
応
需
松
坂
氏
于
時

　

昭
和
十
四
年
六
月
（
裏
）
奥
洲
仙

　台

住
三
浦
権
平
国
光
之
造
六
十
五

　才
、

一
口　

　仙
台
市 

須
藤

　和
枝

　殿

令
和
六
年

十
二
月

　埼
玉
県 

青
木

　成
伸

他
一
二
一
名

令
和
七
年

一
月

　
　新
潟
県 

加
藤

　信
一

他
二
〇
一
名

二
月

　
　栃
木
県 

猪
瀬

　朝
子

他

　九
九
名

（
敬
称
略
）

奉
納
御
礼

銅
板
奉
納
者
芳
名
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社
報
「
鹽
竈
さ
ま
」
第
二
〇
〇
号

発
行
日

　令
和
七
年
四
月
一
日

〒
九
八
五
―
八
五
一
〇

宮
城
県
塩
竈
市
一
森
山
一
番
一
号

電
話
（
〇
二
二
）三
六
七
―
一
六
一
一
㈹

h
ttp

:/
/
w

w
w

.s
h

io
g

a
m

a
jin

ja
.jp
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発
行
所

　
　
　
　
　
　社
務
所

志
波
彦
神
社

鹽

竈

神

社

文

　芸

　欄

余
寒
な
ほ
二
百
二
段
に
再
拝
す 

菅
原

　
　和
子

う
か
れ
猫
妻
の
と
ば
ち
り
受
け
に
け
り 

佐
藤

　
　光
江

春
雪
の
宮
へ
と
な
ら
し
運
転
す 

佐
藤

　
　悦
子

風
筋
を
は
か
り
て
野
火
を
放
ち
け
り 

齋
藤

　
　豊
子

書
き
な
ぐ
る
重
量
の
文
字
大
鮪 

池
田

　智
恵
子

キ
ム
チ
漬
終
へ
た
る
夜
の
地
酒
か
な 

鈴
木

　ゆ
う
子

注
連
張
り
て
落
ち
ぬ
大
石
山
笑
ふ 

今
田

　須
美
子

定
ま
ら
ぬ
鴉
の
飛
行
春
嵐 

上
田

　由
美
子

杜
氏
衆
の
裸
参
り
や
一
の
宮 

今
野

　紀
美
子

う
ぐ
ひ
す
や
二
百
二
段
の
幅
の
碧 

及
川

　
　源
作

令
和
六
年

十
二
月

　十
二
日

　
　吉
備
津
神
社
職
員
研
修
旅
行 

五
名

　十
七
日

　
　川
越
八
幡
宮
氏
子
青
年
会 

十
四
名

令
和
七
年

一
月　十

日

　
　
　塩
釜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

七
名

　十
六
日

　
　当
社
責
任
役
員
総
代
合
同
会

　十
九
日

　
　衆
議
院
議
員

　安
住
淳
殿

　二
十
六
日

　竹
駒
神
社
宮
司

　村
田
守
広
殿

参
拝
記
録

祭

事

案

内

四
月
か
ら
六
月

毎
月　一

日

　朔
日
祭

　
　
　
　曲
木
神
社
月
次
祭

　六
日

　御
釜
神
社
月
次
祭

　十
日

　鹽
竈
神
社
月
次
祭

　二
十
九
日

　
　
　
　志
波
彦
神
社
月
次
祭

四
月　二

十
七
日

　
　
　
　鹽
竈
神
社
花
ま
つ
り

　二
十
九
日

　
　
　
　昭
和
祭

五
月　十

日

　鹽
竈
ザ
ク
ラ
の
日
祈
願
祭

六
月　三

十
日

　
　
　
　夏
越
大
祓
式

ご
結
婚
お
め
で
と
う

 

ご
ざ
い
ま
す

令
和
七
年
二
月

　宮
城
郡 

石
田

　瑛
基

　宮
城
郡 

村
上

　華
蓮

　千
葉
県 

北
本

　侑
作

　埼
玉
県 

瀬
口
菜
々
子

（
敬
称
略
）

社
報
「
鹽
竈
さ
ま
」
二
〇
〇
号
発
行

　社
報
「
鹽
竈
さ
ま
」
は
、
今
号
で
二
〇
〇

号
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　当
社
で
は
、戦
前
に
機
関
紙
「
か
み
ぞ
の
」

を
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
戦
後
は
紙
不

足
な
ど
か
ら
止
む
を
得
ず
発
行
を
断
念
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
鹽
竈
さ
ま
の

動
向
を
「
お
山
」
か
ら
の
便
り
と
し
て
氏
子

た
ち
に
伝
え
よ
う
と
、
河
合
繁
樹
宮
司
の
も

と
社
報
「
鹽
竈
さ
ま
」
第
一
号
が
発
行
さ
れ

た
の
は
昭
和
二
十
七
年
九
月
の
こ
と
で
す
。

し
ば
ら
く
は
不
定
期
で
の
発
行
で
し
た
が
、

昭
和
五
十
年
代
か
ら
年
四
回
の
発
行
が
定
着

し
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
も
工
夫
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
よ
り
読
み
や
す
く
親
し
み
や
す
い
も

の
を
と
の
思
い
か
ら
、
節
目
に
あ
た
る
今
号

よ
り
体
裁
を
改
め
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。　発

行
時
の
先
人
達
の
御
労
苦
に
敬
意
を
表

す
る
と
共
に
、
そ
の
心
を
今
後
と
も
継
承
し
、

神
社
の
様
々
な
話
題
を
皆
様
に
お
届
け
す
る

所
存
で
す
。
い
ま
だ
手
探
り
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
様
に
は
今
後
と
も
御
高
配
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
友
）

退
職　三

月
十
五
日
付

　
　権
禰
宜 

藤
澤

　瑞
朗

　三
月
三
十
日
付

　
　巫

　女 

及
川

　華
夢

　
　
　〃 

千
葉

　琴
羽

人
事
異
動

ま
た
な
の
お
か


